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★参考資料：2021 年 10 月公開セミナーで寄せられた質問と研究主査の見解 

 

セミナー当日は、多くの質問が寄せられました。それらの質問とその回答を以下にまとめま

した。これらはあくまで研究主査の考える「一見解」「一例」です。業種や職場の状況によ

って解は様々であることをご理解ください。 

 

QQ11：：テテレレワワーーククはは仕仕事事のの途途中中にに話話ししかかけけらられれるるここととにによよるるスストトレレススがが減減るるととのの結結果果ががああっっ

たたがが、、ミミドドルルママネネジジメメンントトのの方方はは面面倒倒見見とといいうう観観点点かからら相相互互ココミミュュニニケケーーシショョンン（（風風通通しし

ががよよいい風風土土））をを大大切切ににししてていいるるとと思思うう。。そそのの点点かかららすするるととテテレレワワーーククがが今今後後、、進進むむここととでで、、

悩悩みみをを一一人人でで抱抱ええるる方方がが増増ええるるののでではは？？ケケアアすするる為為のの方方策策やや事事例例ががああれればばごご教教授授ししてて頂頂きき

たたいい。。  

A1：相互コミュニケーションは、ご指摘の通り重要です。仕事の進め方の相談のよう

に文字に残せるものから、精神的な不安など文字にできないようなものまで、様々な

コミュニケーションが必要になります。 

そのため、テレワーク下での工夫として、1）質問や悩みについて上司と部下がコミ

ュニケーションできる機会を予め設定しておく（定期的な日時、タイミングなど）、

2）質問や悩みを発信する手段を設定しておく（対面時、Web 会議、チャットなど予

め決めておく）、3）会社として質問や悩みを発信することの重要性を伝えるとともに

発信のコツについて社員に啓蒙する、といったことが考えられます。「悩みがあるの

に誰にも話せない」という環境を少しでも取り除くことで、従業員の負担を軽減させ

ることができるでしょう。 

 

QQ22::テテレレワワーーククとと面面着着（（出出社社））ののババラランンススがが重重要要ととのの結結果果ががああっったたがが、、価価値値観観ががみみなな違違うう為為、、

テテレレワワーークク推推進進すするる為為ににはは各各部部門門部部署署ででののアアンンケケーートトややメメンンババーーへへののフフィィーードドババッッククがが重重

要要だだとと感感じじたた。。実実際際にに推推進進すするるににああたたりり、、そそののププロロセセススががああれればばごご教教授授頂頂ききたたいい。。  

A2:各部署でのアンケートはよい手段かと思います。その際の工夫として考えられる

ものを３点あげます。①会社のテレワーク方針を明示し、それに沿って質問項目を作

成するとよいでしょう。②上司がテレワークに関して懐疑的な場合、なかなか回答者

の本音が出てこない可能性があるので、アンケートの回答母数をある程度大きくす

る、上司を経由して配布しない、匿名にするなどして個人が特定されないような調査

の工夫も考えられます。③出社時しかできない仕事とテレワークでもできる仕事に

ついて、担当者の声を直接集めることも推奨いたします。担当者が仕事の内容に最も
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精通しているからです。自由記述の回答からは、「テレワークでできる業務なのに、

会社や上司の方針で出社している」という声がありました。現場の情報を吸い上げた

上で、上層部でテレワークの可否を積極的に検討することで、よりよいテレワークに

つながると考えます。 

 

QQ33::テテレレワワーーククににつついいてて否否定定的的なな上上司司のの主主なな理理由由はは何何ででししょょううかか。。  

A3:自由記述の回答によれば、1）テレワークをしているとサボっていると疑って 

いる（業務の状況が見えないことが原因かと思われます）、2）上司が出社主義 

（例：対面でないと仕事が進まないという価値観）といったものが主でした。 

 

QQ44::年年齢齢ににかかかかわわららずずテテレレワワーークク時時よよりり出出社社時時のの方方がが満満足足度度ややモモチチベベーーシショョンンがが高高いいとといい

うう話話ががあありりままししたた。。緊緊急急事事態態宣宣言言はは解解除除さされれ出出社社がが増増ええてていいるるとともも聞聞ききまますす。。テテレレワワーークク

ををどどののよよううにに推推進進すするるとと良良いいととおお考考ええででししょょううかか??  

A4:様々な要因が考えられますが、テレワークによる 1）業務外のコミュニケーショ

ンの減少、2）学ぶ機会の減少等が影響していると考えられます。ちょっとした雑談

によって人間関係が向上したり、愚痴をいうなどのストレス解消や、励まし合ったり

する時間が、テレワークでは減少しがちです。また、気軽に部員に質問したり、周囲

から仕事のコツを学ぶ（盗む）機会も少なくなりがちです。テレワークでこうした 1）

業務コミュニケーションや、2）学ぶ機会を意識的につくるのもよいでしょうし、出

社したときに 1）2）を意識的に実施するということも考えられます。 

今回の調査では、定型業務に関しては出社時よりもテレワーク時の方が成果や生産

性があがりやすいという結果も出ているほか、今後もテレワークを継続的に実施し

てほしいと感じている従業員が多いという結果も出ていました。従業員のワーク・ラ

イフ・バランスの観点からも、従業員に選択の余地を与えることが、従業員の総合的

な職務満足につながるのではないかと考えます。 

 

QQ55::今今後後テテレレワワーーククがが増増ええてていいくくととににななるるがが、、逆逆にに出出社社ししてて仕仕事事ををすするる方方がが負負いい目目をを感感じじるる

ここととににななるる可可能能性性ががああるる。。テテレレワワーーククがが全全ててででははななくく、、大大切切ななののはは自自分分でで選選択択すするるとといいうう

認認識識ででよよいいでですすかか？？  

A5:1）個人の働き方の選択肢が増えること、2）個人がテレワークや出社の切り分け

を判断でき、成果を挙げられるようなスキルを獲得することが重要でしょう。そうす

れば、ご指摘のように「自分で選択する」ことで自身のモチベーションはもちろん、
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組織のパフォーマンスも向上すると考えられます。 

 

QQ66::労労働働者者側側のの観観点点でではは大大変変にに納納得得ででききるるももののででししたたがが、、企企業業がが営営利利をを求求めめるるももののででああるる以以

上上、、テテレレワワーーククのの実実際際のの成成果果、、生生産産性性にに対対すするる客客観観的的なな指指標標もも分分析析がが必必要要かかとと思思いいまますすがが、、

いいかかががででししょょううかか。。  

A6:ご指摘のとおりです。今回のアンケート調査では、仕事の成果や生産性の測定を、

回答者の主観回答に基づいて行いました。しかし会社や部署単位でデータを集めて

検証することで、何をテレワークにするのか、何を出社にするなど、適切な判断につ

ながると考えています。 

 

QQ77：：中中小小企企業業のの経経営営者者でですす。。テテレレワワーーククをを推推進進ししたたいいでですすがが、、ままだだ環環境境がが整整いいまませせんん。。どどんん

ななここととにに注注意意すするるとと良良いいででししょょううかか??  

A7:まず物理的環境については、通信機器・通信手段などについて、可能な限り現有

のものや低価格なものでスタートすると良いでしょう。次に、頻度については、月に

1 度、週に半日といった低頻度から試してみると無理がありません。テレワークを推

進する上では、テレワークでどのような業務を手がけるのかを明確にすることが重

要と考えます。この機会に仕事の進め方を見直し、ルーチン化できる業務、一人でパ

コンで処理できる業務などを洗い出して整理し、それらから順次テレワークに置き

換えてみるのはいかがでしょうか。 

  

QQ88::テテレレワワーーククはは自自分分のの業業務務にに専専念念ででききててスストトレレススがが軽軽減減さされれるる一一方方でで、、社社内内でではは、、専専念念・・

集集中中ししてて行行ううべべきき計計画画的的なな業業務務だだけけでで成成りり立立っってていいるる訳訳ででははななくく、、突突発発のの問問題題へへのの対対応応やや

急急遽遽予予定定をを変変更更ししてて対対応応ししたた方方がが良良いい業業務務もも沢沢山山発発生生ししまますす。。どどううししててもも出出社社ししてていいるる人人

にに上上司司かからら仕仕事事がが振振らられれるる傾傾向向ににあありり、、「「そそここににいいるる人人達達ででななんんととかかすするる」」がが常常態態化化ししまますす。。

ここれれをを続続けけるるとと、、出出社社ししてていいるる人人はは、、様様々々なな問問題題解解決決にに参参加加すするるここととににななりり対対応応すするる毎毎にに

瞬瞬発発力力ももつついいてていいきき、、テテレレワワーークク中中心心のの人人とと比比べべるるとと成成長長にに大大ききなな差差ががででききててししままううとと感感

じじてていいまますす。。事事実実、、私私のの職職場場でではは、、何何かか起起ここっったたらら、、出出社社比比率率のの高高いい一一部部のの人人がが対対応応すするるここ

ととににななっっててししままいい、、成成長長ににもも差差がが生生ままれれるる一一方方、、「「何何ででももかかんんででもも仕仕事事がが振振らられれるる」」とといいうう

不不満満ににもも繋繋ががっってていいまますす。。ババラランンススをを取取るるべべききだだととはは思思ううののでですすがが、、何何かか良良いいママネネジジメメンン

トトのの方方法法がが有有れればば、、アアドドババイイススいいたただだききたたくく、、おお願願いいいいたたししまますす。。  

A8:テレワークが今後も常態化することをにらみ、部署内で一度業務を整理してリス

トにするとよいかもしれません。出社した方が効果が向上する業務、テレワークの方
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が効果が向上する業務を明らかにするとともに、ご指摘にもあるように「出社して行

ったほうが学びがある業務」についても把握しておくべきでしょう。次に、部署メン

バーがこれらのリストの内容について把握し、出社のメリット・必要性について共通

理解を深める機会が必要になります。突発の問題や急な予定変更への対応を含めて、

部署・チームの仕事であることをメンバーに啓蒙し、一部のメンバーにテレワーク従

事比率が偏るという事態を見直すことで、全体としてテレワークの満足度が向上す

ると考えられます。テレワークができないことに不満を持つメンバーがいる一方で、

本調査で明らかになったように、テレワークをすることに負い目を感じるメンバー

もいるからです。最終的には、緊急事態においてもテレワークで対応できる方法も、

検討していく必要があるでしょう。 

 

QQ99::今今後後、、効効果果的的ななテテレレワワーーククのの実実践践をを目目指指ししてて会会社社がが研研修修ななどどのの施施策策をを展展開開ししてていいくくににああ

たたりり、、「「上上司司」」とと「「社社員員」」ののどどちちららをを重重点点ににアアププロローーチチすするるののがが、、よよりり効効果果的的だだとと思思わわれれまま

すすかか？？個個人人とと上上司司ととのの関関係係、、テテレレワワーーククにによよるる生生産産性性向向上上ををふふままええ、、ももうう一一段段上上かからら見見てて、、

上上司司かからら的的確確なな指指示示がが出出さされれてていいるるかか？？人人材材育育成成ととししててテテレレワワーーククががももたたららすす関関係係、、よよりり

向向上上ししてていいるるかか？？否否かか？？見見解解をを頂頂けけれればば幸幸いいでですす。。  

A9:まず「上司」にアプローチするほうが効果的だと考えます。上司がテレワークの

意義・導入の必要性を理解していることが、効果を生む上での前提条件だからです。

上司自身がテレワークに否定的な見方をしていると、職場でのテレワークが進展し

ません。本調査でも、「上司がテレワークに否定的なので、部署でテレワークが浸透

しない」といった自由記述の回答も目立ちました。そのため、まず上司への啓蒙が不

可欠でしょう。 

また、上司がテレワークに否定的な見方をしているのは、もしかすると「テレワーク

で部下の進捗を把握できない」「オンラインで指示がうまく伝わらない」「上司自身が

IT 機器の操作が不得手である」「オンラインでどのようにチームビルディングのあり

方がわからない」といった悩みが隠れているからかもしれません。これらの悩みに対

して、会社として必要なアクションをとり、教育を充実させたり、支援体制を構築す

ることで、テレワークの効果を全社的に向上させられるのではないでしょうか。 

 

QQ1100::事事技技系系（（ススタタッッフフ職職））のの働働きき方方へへのの取取りり組組みみだだけけででななくく、、現現業業系系（（ももののづづくくりりのの職職場場））

ももベベーーススととななるる働働きき方方がが大大ききくく変変化化ししてていいくく中中でで、、ここれれかからら不不満満のの声声がが出出ててくくるるこことともも危危

惧惧さされれまますす。。ここううししたた環環境境下下でで、、製製造造業業ににおおいいてて、、柔柔軟軟性性とといいうう切切りり口口でで、、現現業業系系ににおおけけるる
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働働きき方方をを進進化化ささせせてていいくく方方法法やや、、現現業業系系職職場場がが不不満満にに感感じじなないいよよううなな施施策策ににつついいててアアドドババ

イイススががああれればばおお聞聞かかせせいいたただだききたたいい。。  

QQ1111::テテレレワワーーククはは事事務務職職、、技技術術職職、、営営業業職職ななどどホホワワイイトトカカララーーににはは適適用用ででききるるがが製製造造系系のの

現現場場ををははじじめめ現現業業部部門門でではは導導入入がが難難ししいい。。そそのの場場合合メメーーカカーーででああれればば従従業業員員側側かからら不不満満がが

出出るるここととがが十十分分予予想想さされれるるがが、、人人事事評評価価、、人人事事制制度度、、賃賃金金等等にに影影響響ををおおよよぼぼすすとと思思ううががどどうう

考考ええれればばよよいいののででししょょううかか。。  

A10&11:ご指摘のように現業系職場では、テレワークの導入は難しい面が多いでしょ

う。しかし、自由記述の回答からは、現業系職場の従業員もテレワークをのぞんでい

ることもうかがえました。 

たとえ 1 ヶ月に半日などの頻度であっても、テレワークの導入を探ることは、従業員

の働き方の選択肢を広げることになり、不満解消につながる可能性があります。その

ため全面的な導入は難しくても、可能性を探ってみるのはいかがでしょうか。既存の

ペーパーワークや管理業務を IT に置き換えていくことで、テレワークでできる業務

を数時間程度発見できるかもしれません。今後、各社でデジタル化が進展してくると、

より取り組みやすくなると考えられます。 

また人事評価、人事制度、賃金等については、テレワーク導入を機に、各社で変更や

見直しが不可欠になってくるでしょう。テレワークと出社している従業員の間でど

のように評価のバランスを保つのか、それぞれに応じた手当のあり方、ジョブ・ロー

テーションのあり方はどうするのかなど、広範囲での変更や見直しが必要になりそ

うです。 

 

QQ1122::生生産産性性をを向向上上ささせせるる手手段段ととししてて「「テテレレワワーークク」」やや「「在在宅宅勤勤務務」」ががああるるとと考考ええてていいるるがが、、

制制度度をを整整備備すするる側側（（会会社社））、、制制度度をを利利用用すするる側側（（労労働働者者））のの、、制制度度周周知知やや意意識識づづけけななどど、、趣趣

旨旨ををししっっかかりりとと理理解解ささせせるるたためめのの周周知知方方法法ななどどががああれればばアアドドババイイススいいたただだききたたいい。。  

「「部部下下かからら情情報報発発信信ししややすすいい手手段段」」ととあありりままししたたがが、、何何かか示示唆唆いいたただだけけるる事事例例ががああれればばおお

伺伺いいししたたいいでですす。。  

A12:制度周知と意識づけは、まず会社のテレワークの方針をしっかり固めた上で、部

下を持つ管理職から浸透させることがよいでしょう。短期間に全社員の意識を変化

させることは困難ですが、辛抱強く継続して会社側が管理職にメッセージとして発

信していくことで、徐々に状況は変化するでしょう。上司の意識改革がおこれば、組

織全体の変化も期待できそうです。 

また「部下から情報発信しやすい手段」については、まず情報発信しやすい雰囲気や
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環境をつくるとよいでしょう。たとえば若い社員は、「忙しい上司の時間を奪いたく

ない」「簡単な内容で質問をするのがしのびない」と考えて、発信を控えてしまいが

ちです。そこで、「毎朝 10 分程度、全員でミーティングをする」「毎週一度、オンラ

インランチ会をする」「業務以外のプライベートに関することも書き込めるコーナー

をチャットにつくる」などの工夫で、普段からコミュニケーションを活発にするとよ

いでしょう。 

その上で、発信するツールと利用方法も含めてルールを設けておくとよさそうです。

たとえば「時刻に関わらず、チャットのこのコーナーで質問してほしい」「失敗や悪

い報告は、いち早く電話で伝えてほしい。リカバリーをチームで支援するためでる」

「就業前にグループウェアでかんたんに業務報告をし、その日のうちに疑問点を解

消する」などが考えられます。 
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